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「先天的自由民権家」（著書『三十三年の夢』）と自認する

滔天は、宮崎兄弟の末弟。本名は寅蔵（戸籍では虎蔵）、滔天

とは号である。幼いころから両親や兄たちの影響を強く受け、

激動の時代に己の生涯を掛けるに値すべきものを中国に見出

し、中国から日本、ひいてはアジアの人道回復を目指す中国

革命にその身を捧げた。

滔天は身の丈 6 尺（約 180 センチメートル）と大柄。写真

でも、長く伸ばした髪と蓄えた髭は厳つい印象を与える。し

かし豪放さとともに繊細な一面があったことも伝わっていて、

多くの人に人柄を慕われた。

日本人中国革命家として名を知られている滔天だが、革命

の夢は挫折の繰り返しだった。そんな折、1901（明治 34）年、

「桃中軒牛衛門」の名で浪曲師となった。浪花節語りは決して

上手いものではなかったようだが、その独特の語り口は人心

を引き付けるものだったようである。

また、その大衆の心を掴む才能は文筆にも発揮され、浪曲

師となるまでの半生を回顧した『三十三年の夢』（1902（明

治 36）年刊行）は、発行当初からベストセラーとなった。中

国革命への志と大陸へ見た夢、活躍する人々の姿が活き活き

と描きだされている。そしてこの作品は、辛亥革命を語る上

で欠かせない、資料としても重要なものである。
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2011 年 10 月 10 日　辛亥革命 100 周年　プレイベント記念　集中特集③ 宮崎四兄弟、その人生
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辛亥革命 100 周年直前企画

日中友好の懸け橋－孫文と宮崎滔天－絵画資料展
～絵画でつづる孫文の功績と歴史資料で顧みる二人の友情～

●日時　平成 22 年 11 月 20 日（土）午前 11 時～午後 6 時
21 日（日）午前 9 時～午後 4 時 30 分

●場所　文化センター小ホール
●入場料　無料　

●主催　荒尾市日中友好促進会議、上海市人民対外
友好協会、上海市孫中山宋慶齢文物管理委員会●

孫文の生涯と功績を物語風に分かりやすく説明した上海孫中山
故居紀念館所蔵の絵画 60 点と、荒尾市宮崎兄弟資料館所蔵の宮崎
兄弟・孫文に関する歴史資料を２日間限定で展示します。

● 絵画資料展１日目（11 月 20 日）
大ホールで記念事業を開催します

1. 記念式典（午後 1 時～）

2. 解説（午後 1 時 20 分～）

「辛亥革命と宮崎兄弟」
荒尾市宮崎兄弟の生家施設施設長

安田 信彦 氏
3. 記念講演（午後 1 時 45 分～）

「孫文と九州の歴史を
生かした中国との

交流の可能性」

九州観光推進機構会長
石原 進 氏（JR 九州会長）

やすだ　のぶひこ
1947 年生まれ、蔵満在住。
北九州大学外国語学部中国科卒
業。一般企業を経て、平成 15
年から宮崎兄弟の生家施設所長
を 務 め る。11 月 20 日・21 日
に行われる辛亥革命 100 周年直
前企画絵画資料展（下の記事を
参照）の記念式典では、所長に
よる辛亥革命と宮崎兄弟につい
ての解説を聴くことができる。
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interview 安田 信彦　宮崎兄弟の生家施設長

▲  牡丹茶会の様子。梅や桜、菩提
樹など季節の花が楽しめる生家は、
市民の憩いの場でもある。

special close up 02

▲  展示される絵画資料より　宮崎滔天
（左端）と孫文（左から 2 人目）、孫文

と握手を交わす黄興

入 場 無 料

宮崎兄弟の写真提供：社会教育課


